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Ⅲ 将来像の実現に向けた取組の方向性と具体的方策 

 
１．広域環境・生活圏の形成 
 
（１）環境と調和する圏域づくり 
 
  ○ 自然環境・生活環境の保全・活用 

    圏域内の豊かな自然環境や美しい風土の保全・再生を図り，共通の財産として大

切に次代に引き継いでいくとともに，地域資源としての適切な活用を図っていきま

す。また，澄んだ空気や清浄な水など快適な生活を支える良好な生活環境の維持・

保全に向けた取組を進めます。 

 

【取組例】 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 環境と調和する地域社会の形成 
    地球温暖化防止，廃棄物のリサイクルや処理体制の整備，環境教育などの取組を

通じて，環境と調和する地域社会の構築を進めます。 

 

 【取組例】 

 

 

 

 

 

◆ 地球温暖化防止や３Ｒ（Reduce
リ デ ュ ー ス

 Reuse
リ ユ ー ス

 Recycle
リ サ イ ク ル

）推進等に向けた住民や

企業の意識啓発等の共同の取組 

◆ バイオマスエネルギーなど環境にやさしいエネルギーの利用促進 

◆ 広域的な産業廃棄物対策の実施 

◆ 子どもたちへの環境教育に関する共同の取組 

◆ 圏域内の自然公園やラムサール条約湿地をはじめとする豊かな自然環境の

保全・再生及び活用に向けた共同の取組 

◆ エコツーリズムや自然体験活動などを通じた地域資源としての自然環境の

適切な活用の促進 

◆ 野生動物の適切な保護・管理の推進に向けた共同の取組 

◆ 多様な主体による環境保全活動の促進及びネットワーク化の促進 

◆ 大気汚染や水質汚濁などの改善に向けた調査研究・技術開発の推進 

蔵王の樹氷 牡鹿半島から金華山を望む 
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（２）互助と互恵が息づく安全・安心な圏域づくり 
 

○ 質の高い生活関連サービスの提供 
   保健・医療サービスの提供，高齢者・障害者福祉，少子化対策，子どもの教育環

境づくりなどの取組を通じて，圏域に暮らす住民の生活の質の向上を図ります。 

 

【取組例】 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
○ 大規模災害等に備えた相互支援体制の構築 

近い将来の発生が確実視される宮城県沖地震をはじめとした大規模災害時に備え

て，「大規模災害時の北海道・東北８道県相互応援に関する協定」及び平成１８年

１２月に宮城・山形両県が締結した「防災上の連携・協力に関する協定」に基づき，

広域的な連携による応援体制の確立を図ります。 

  

【取組例】 

 

 

 

 

 
 
 
 
（３）人材の力が発揮される圏域づくり 

 

○ 多様な主体の参画による地域づくりの推進 

  市町村合併の進展等に伴う基礎自治体の広域化と相まって，地域の身近な課題解

決に向けた住民の主体的な参画が重要になってきています。行政，住民，ＮＰＯな

ど多様な主体の連携による県境を越えた地域活動を支援する取組を進めます。 

◆ 感染症等に対応した広域的な連携体制の整備 

◆ 災害発生時における保健や医療分野での相互応援 

◆ 公共施設・商業施設・交通機関・商店街等におけるバリアフリー・ユニバーサ

ルデザインの普及 

◆ 子育て支援キャンペーンの共同実施等による子育て機運の醸成 

◆ 中小企業における仕事と育児の両立支援対策の促進 

◆ 文化やスポーツ，地域活動などを通じた子どもたちの相互交流・体験学習機会

の充実 

◆ 常時連絡体制の整備等による円滑な応援調整体制の整備 

◆ 防災情報の共有化の推進 

◆ 合同訓練の開催や図上訓練への相互参加など相互交流の推進 

◆ 大規模災害時における物資・資機材等の迅速な供給体制の整備 
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【取組例】 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 女性・高齢者・若者等の活躍機会の創出 

    人口減少下においても圏域の活力を維持・増進し続けていくため，就労や起業，

地域活動などに意欲のある若者や女性，団塊世代，高齢者，障がい者，在住外国人

などがその能力を十分に発揮できる機会の創出を図るとともに，活動しやすい環境

づくりを進めていきます。また，フリーターやニートが増大する中で，若者の自立

や社会参加に向けた取組を進めます。 

 

【取組例】 

 

 

 

 

 
 
 

◆ 起業や地域活動に取り組む女性の広域的な支援ネットワークの形成促進 

◆ 女性や高齢者等の能力開発の促進に向けた広域的な支援体制の整備促進 

◆ 地域活動・市民活動への参加促進等を通じた団塊世代の有する様々な能力の

地域社会における発揮促進に向けた取組 

◆ 圏域内大学等への留学生をはじめとする在住外国人の高度な専門知識や技

術力の活用促進 

◆ 若者の就労支援に向けたジョブカフェ等の連携体制の整備促進 

◆ 地域リーダーの県境を越えた交流の場づくり 

◆ 地域づくり団体やＮＰＯなどの広域的なネットワークの形成促進 

◆ 地域づくり団体に対する活動支援 

◆ 圏域内の高等教育機関相互の連携による地域貢献活動等の促進 
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２．広域経済圏の形成 
 

（１）圏域内の資源や伝承の技を活かす自律内発型産業の振興 

 

○ 太平洋と日本海に面した地域特性を活かした食関連産業の振興 

各種の農林産物や畜産物，太平洋側と日本海側の水産物など多種多様かつ良質な

食材に恵まれた地域特性を活かし，圏域内の農林水産業と食品加工・製造業，卸小

売業，外食産業，観光産業等の連携により，「食」を起点とした産業振興を進めま

す。 

 

【取組例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 伝統の技術と新たな感性の融合による新しいものづくり産業の振興 

圏域内で培われてきた確かな技術と伝統に裏打ちされた地場産業や伝統産業を地

域の宝として大切に守り育てていくとともに，現代の生活様式や感性にマッチした

商品づくりを進めるなど，市場やニーズの多様化に対応した新たな時代にふさわし

いものづくり産業の振興に取り組みます。 

 

【取組例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 伝統産業の付加価値向上に向けた取組の共同展開 

◆ 東北芸術工科大学や圏域内デザイン専門学校等との連携による商品開発 

◆ 新たな技術やコンセプトに基づく付加価値性の高い地場製品の国内外に向

けた共同プロモーション 

◆ 圏域内の食に関する情報の整理・共有と相互活用 

◆ 地域の伝統料理など両県の食文化の掘り起こしと再評価及び活用 

◆ 生産者と食品製造・加工業との広域的なマッチング促進 

◆ 東北大学・山形大学の医学部などの連携による圏域内の食材を活用した現代

版医食同源メニュー「ドクターズフード」や機能性食品の開発・提供 

◆ 外食産業，百貨店，旅館・ホテル等との連携による多様な流通チャンネルの

開拓 



 19

（２）東北地域全体の産業発展を牽引する広域的な産業集積の促進 

 

○ 得意分野の補完・相乗による競争力の高い産業集積の促進 

宮城県の食品製造業，電機・電子部品製造業，山形県の情報通信機械産業，電子

産業，機械器具産業，大学等の保有する先端的な技術など，圏域内の事業化シーズ

を相互に活用し，自動車関連産業などの製造業や情報関連産業の振興など，競争力

のある産業集積を広域的に進め，東北全体の産業発展を牽引していきます。 

 

【取組例】 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

○ 知的集積ネットワークの形成と活用 

    圏域内の大学，宮城・山形両県の公設試験研究機関，各種産業支援機関や研究開

発支援機関など知的集積拠点相互及び企業とのネットワーク形成により研究成果等

を広域的に活用し，地域産業の高度化や競争力のある新たな産業の創出を図ります。 

 

【取組例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 先進的・創造的企業の育成と異業種交流の促進 

    起業家の育成や創業への支援を進めるとともに，圏域内の大学や宮城・山形両県

の公設試験研究機関，産業支援機関などと圏域内の企業による産学官連携や広域的

な異業種交流の推進により，地域産業の自律的な発展につながる先進的・創造的な

企業活動が生まれやすい環境づくりを進めます。 

 

◆ 自動車関連産業，電機・電子部品製造業など地域経済の核となる産業の集

積・育成 

◆ 組込みシステム，オープンソースソフトウェアなどをはじめとした情報関連

産業の集積促進 

◆ 航空機産業，光関連産業，生活福祉関連産業，新エネルギー産業，バイオ産

業，環境・リサイクル産業など市場拡大が期待される産業の集積・育成 

◆ 宮城・山形両県の取組を軸として東北の他地域との連携による東北全体への

産業発展に向けた取組 

◆ 東北の他地域を含めた公設試験研究機関の連携による技術相談・技術改善支

援や共同研究の推進 

◆ 両県地域内の大学間の連携と企業への技術移転の促進に向けた共同の取組 

◆ 東北芸術工科大学や仙台市等のデザイン専門学校との広域的な連携による

両県製品・産品の商品化に際してのデザイン面での質的向上に関する取組支援

◆ 圏域内金融機関の共同による企業交流会・商談会など金融機関のチャンネル

を活用した企業情報の共有及び相互活用 
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【取組例】 

 

 

 

 

 

 

 

○ 宮城・山形の産業を支える人材の育成・確保 

    製造業をはじめとした産業の高度化に対応した人材や，社会情勢が変化する中で

ビジネスチャンスを的確にとらえ次代の産業を自ら切り拓いていく能力を有する人

材育成を進めるとともに，可能性に果敢にチャレンジする人材を支援する仕組みを

整備します。また，高い技術や能力を持つ留学生等の外国人や企業ＯＢ，首都圏等

からのＵ・Ｊ・Ｉターン希望者や両県出身学卒者の圏域内への定着を図ります。 

 

【取組例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）国内外を魅了する独創的な価値の発信 

 

○ 宮城・山形両県のブランドを活用した産品等の市場開拓 

    両県で生まれた高品質な産品等について，「食材王国みやぎ」，「おいしいみやぎ」

や「おいしい山形」，「山形セレクション」などのブランド力を活かしながら，東北

各県等と連携し，両県の産品等の国内外における新たな市場開拓と販路拡大を進め，

市場の拡大を図ります。 

 

【取組例】 

 

 

 

 

 

◆ 両県企業の広域的な異業種交流による新たなビジネスマッチングの促進 

◆ ベンチャー育成に向けた協調的取組 

◆ コミュニティビジネスなど新たな価値基準に基づくビジネス展開の支援 

◆ 中小企業等による両県地域内の産業支援機関等の相互利用の促進 

◆ 物産展・展示会等の共同開催・共同参加など国内外におけるプロモーション

活動の共同展開 

◆ 国内・海外事務所やアンテナショップなど情報受発信拠点の共同化及び相互

利用の促進 

◆ 学校・職業能力開発施設・企業等の広域的な連携による産業人材の育成 

◆ 圏域内や首都圏等における就職面接会の共同開催 

◆ 団塊世代など首都圏等在住者に対するＵ・Ｊ・Ｉターン情報の共同提供 

◆ 担い手確保・育成に向けた共同の取組 

◆ 起業や新分野進出に対する共同支援方策の検討・実施 
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○ 企業の海外展開の支援及び海外企業による対内直接投資の促進 

  ソウル事務所などの海外事務所やジェトロなど関係機関との連携により，企業の

海外展開や取引機会の拡大を支援するとともに，宮城・山形両県地域が有する高度

な研究開発機能をはじめとした優れた投資環境をアピールすることによって，研究

開発型企業をはじめとした海外の企業による両県地域内への対内直接投資の促進を

図ります。 

 

【取組例】 

 

 

 

 

◆ 海外事務所や関係機関の連携による企業の海外展開の総合的な支援 

◆ 海外の研究開発型企業等の誘致に向けた圏域内の高度な研究開発機能や良

好な生活環境をはじめとした優れた投資環境を相互に活用した海外セールス

の展開 

◆ 両県製品の販路拡大や原材料調達等のための商談会開催など海外との取引

機会の拡大に向けた支援 
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３．広域交流圏の形成 
 
（１）圏域の特性や資源を活かした交流人口の拡大 
   

○ 宮城・山形両県の地域資源の連結による広域観光の推進 
    圏域の豊かな自然や歴史，文化などの多様な資源を組み合わせた広域観光を推進

し，両県地域への国内外からの誘客を促進します。 

    さらに，今後の交通基盤整備等を踏まえ，東北各県と連携したより広域的な観光

ルートの開発などの取組を進めます。 

 
【取組例】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ 香港や韓国など東アジアからの観光客の誘客に向けた共同プロモーション

の実施 

◆ 中部・関西地区をはじめとする国内向け誘客活動の共同展開 

◆ 圏域のシンボル的な山岳としての蔵王を活用した広域観光の推進 

◆ 「奥の細道」や歴史街道，自然や食文化などの観光資源の連結によるテーマ

性・ストーリー性のある広域観光ルートの創造 

◆ 仙台市の都市機能と周辺地域の魅力ある観光資源等を活用したイベント・国

際コンベンションの誘致促進 

◆ 空港や駅などからの二次交通や案内板・サイン・標識の整備，観光地・観光

施設のバリアフリー・ユニバーサルデザインの普及等による観光者が歩きやす

い観光地づくり 

◆ 新潟県を含む東北各県との連携による共同観光ルートの開発等，外国人観光

客の誘致に向けた共同の取組 

雪景色の最上川（山形県） 

紅葉の鳴子峡（宮城県） 
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○ 多様化するニーズに対応した観光・交流の推進 
  団塊の世代の生活・行動様式や旅行形態の個別化・少人数化，滞在型・体験型な

ど，多様化する観光ニーズに対応し，両県の多彩な食文化や温泉，農林漁業体験な

どを有機的に結びつけた新たなツーリズムを創造し，提供していきます。 

  さらには，都市と農山漁村の交流促進や首都圏住民等をターゲットとした週末滞

在・兼居等による圏域への交流居住の促進など，「観光」にとどまらない交流人口の

増加に取り組みます。 

 

【取組例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 国内外における認知度の向上に向けた取組 
    海外事務所やアンテナショップなどの情報受発信拠点，テレビ・ラジオ・新聞・

雑誌などのさまざまなメディア，両県出身者や両県にゆかりのある著名人等の活用

等により，圏域の魅力を国内外に向けて強力に発信し，地域イメージの確立と認知

度の向上を図り，交流人口の拡大に結びつけていきます。 

 
【取組例】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ 圏域内の自然や歴史，文化など地域固有の資源を活用したエコツーリズムの

推進 

◆ 農山漁村の暮らしや伝統文化・食文化等を活用したグリーン・ツーリズムな

ど圏域内の地域資源を活用した滞在型観光・体験型観光の推進 

◆ 圏域内の大学及び旅行会社等との連携による団塊世代などのシニア世代を

ターゲットとした滞在型サマーカレッジ商品の開発など新たなツーリズムの

創造や観光人材の育成に向けた共同の取組 

◆ 団塊世代などのシニア世代や首都圏等の住民を対象とした両県地域内への

交流居住の促進に向けた情報提供等の取組 

◆ 新潟県を含む東北各県との連携による教育旅行や団塊世代などシニア世代

旅行客の誘致促進に向けた共同の取組 

◆ 観光に関する調査・分析の共同実施や情報の共有・相互活用の推進 

◆ ソウル事務所や首都圏アンテナショップを活用した観光情報の共同発信 

◆ テレビ，ラジオ，新聞，雑誌，旅行専門誌等，多様な情報媒体の活用とメデ

ィアミックスによる国内外への情報発信力の強化 

◆ 両県出身者や両県にゆかりのある著名人を活用した情報発信 

◆ 県外企業の東北支社長・東北支店長を活用した情報発信 

◆ デスティネーションキャンペーンをはじめとした観光プロモーション活動

の共同展開 

◆ 世界遺産の登録に向けた取組などを通じた圏域内の自然，文化資源の掘り起

こしと再評価，保全・活用の促進及び国内外への情報発信 
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（２）世界に飛躍する東北の中枢拠点としての交流基盤や機能の形成・活用 
 
  ○ 広域的な交流基盤の整備と活用促進 
    圏域の内外との交流を支える基盤となる交通ネットワークについて，利用者の利

便性向上や広域的な物流戦略，災害時等におけるリダンダンシー（代替機能）の確

保等を念頭に置いた整備を促進します。 

また，国内外との交流の玄関口となる空港・港湾や鉄道の機能強化を図るととも

に，東北全体の中枢圏域としての高次都市機能など拠点機能の強化・拡充に取り組

み，東北全体の発展に結びつく戦略的な利活用方策を展開します。 

 

【取組例】 
 
 
 
 
 

 
 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ 三陸縦貫自動車道，東北横断自動車道酒田線，常磐自動車道，東北中央自動

車道，日本海沿岸自動車道などの高規格幹線道路の整備促進 

◆ 地域高規格道路（石巻～大崎～新庄～酒田）の整備促進 

◆ 国道４７号，国道４８号の整備促進 

◆ 東北の国際交流拠点である仙台空港や山形空港・庄内空港の機能分担の検討

及び各々の役割に応じた機能強化と利活用の促進 

◆ 仙台塩釜港・酒田港の機能強化及び利活用促進 

◆ リサイクルポート酒田港を拠点とした広域静脈物流ネットワークの形成 

◆ 東北新幹線・山形新幹線を結ぶ仙山線の利活用促進と機能強化及び陸羽東・

西線の利活用促進に向けた共同の取組 

◆ 仙台空港アクセス鉄道の利活用促進と仙山線の相互乗入れの実現に向けた

共同の取組 

◆ 新潟県を含む東北地方全体の自律的発展に向けた戦略的シナリオや仙台都

市圏の拠点性強化に向けた共同の取組方策の整理・検討 

仙台塩釜港高砂コンテナターミナル（宮城県） リサイクルポート酒田港（山形県） 

仙台空港アクセス鉄道 仙台空港駅（宮城県） 
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（３）圏域としての一体感の醸成 
   
  ○ 両県民の交流による相互理解の促進 

県境を接する市町村や集落，地域づくり団体，学校などさまざまな分野・組織を

通じた多様な交流を促進することにより両県民の相互理解を深め，圏域としての住

民レベルでの一体感の醸成を図ります。 

そのため，特に，仙台都市圏と村山地域，大崎地域と最上地域，仙南地域と置賜

地域といった隣接する地域間の日常的な交流・連携を拡大・強化します。 

 

【取組例】 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
○ 生活関連情報の共有化 

    高速道路網や情報通信網の発達等に伴う住民の行動範囲や通勤・通学をはじめと

する生活圏の拡大に対応し，両県の交通情報や生活関連情報，スポーツ・文化・芸

術等のイベント情報などを両県で共有化・相互活用し，住民の利便性を高めます。 

 
 【取組例】 
 
 
 

◆ 隣接地域間における地域間交流の促進など連携拡充に向けた取組の共同展

開 

◆ 総合学習などを活用した両県の学校間交流の促進 

◆ 文化・芸術・スポーツイベント，レクリエーション等の共同開催や両県民の

相互参加 

◆ 社会教育施設や芸術・文化資源の相互利用の促進 

◆ 両県をつなぐ「道路」「街道」「鉄道」などをテーマにした地域資源の掘り起

こしと活用に向けた取組の促進 

◆ 圏域内におけるご当地検定への両県民の相互参加 

◆ 両県広報紙（誌），各種啓発資料，携帯サイト，メールマガジン等の相互活

用 

◆ 両県ホームページ間における相互リンクの設置 

◆ マスコミ等を通じた両県民へのイベント情報等の相互提供 


